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ば、人口が約 20 万人の鈴鹿市には 1 軒、約 14 万
人の桑名市ですら 2 軒しかなく、朝日町と同じ郡で

























































資　本　と　地　域　　第 11 号（2016 年 3 月）
本業とは全く関係がない新聞社と密接な関係を持つ
職員やその他関係者の独自行動によって行われる。
よって、新聞記事になる場合も行政全体としては、
全く関知しない場合や、記事そのものを知らない場
合もある。その意味では純然たる行政活動といえる
かどうかは、評価が難しい。これは、朝日町が小さ
い町であるが故に可能な手法である。新聞記事の利
点は一般町民への認識を提供することにある。酒造
場自身が宣伝をしても、町内ではそれほど注目を浴
びる事がないが、新聞記事なると外部によって権威
が付き、町内での評価が非常に上がる。町民が求め
ているのは、酒の味ではなく町外の権威なのかもし
れない。
　以上のように朝日町の酒蔵について書いてきた。
朝日町の特色としては、行政が正式な形としては、
支援はしていない反面、新聞記事として掲載される
などである。
（元京都大学公共政策大学院）
